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復興きねん
マラソン大会

間もなくスタート…です
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　平成20年度の制度開始以来、大勢の皆さん

からご支援をいただいています「関川村ふる

さと応援基金（ふるさと納税）」。令和４年度

は、3,041件、総額5,449万円のご寄附をいた

だきました。（災害支援分を除く）

　いただいた寄附金は「関川村ふるさと応援

基金」に積み立てており、その一部を使わせ

ていただきました。皆さまのご支援に改めて

感謝申し上げます。

　これからも関川村の魅力を高められるよう

頑張っていきますので、引き続きご支援をよ

ろしくお願いします。

寄付金の活用方法　
小学校の体育館用電動スクリーン、中学校の楽器、防災倉庫を購入したほか返礼品の経
費などに充てさせていただきました。

■お申込み方法

　各種ふるさと納税サイト（さとふる、ふるさと

チョイス、ＡＮＡ、楽天、ふるなび、ＪＲＥＭＡＬＬ）

または、関川村ホームページから申込書を入手し、

必要事項を記入のうえ 郵便・FAX・電子メールの

いずれかの方法で申込ください。

■問い合わせ・申し込み先

〒959-3292
新潟県岩船郡関川村大字下関912

関川村役場 地域政策課 地域振興班

TEL：0254−64−1478　FAX：0254−64−0079

E-mail：chi ik i-shinko@vi l l .sekikawa. lg. jp

「ふるさと関川村」を
応援いただきありがとうございました！

「ふるさと関川村」を
応援いただきありがとうございました！

令和４年度ふるさと応援基金実績

寄付金の指定メニュー

①人口減少抑制政策事業

②環境保全事業

③教育振興事業

④文化・スポーツ振興事業

⑤都市との交流促進事業

⑥福祉・医療事業

⑦村長におまかせ

合　　計

参考

寄附金累計額

令和４年度取崩額

件数

500

312

226

64

23

231

1,685

3,041

−

−

金　額

10,279,500円

6,208,500円

3,346,500円

1,091,000円

299,000円

3,064,000円

30,210,500円

54,499,000円

172,473,416円

29,036,000円

寄付金の内訳（令和４年度）

電動スクリーンは、迫力の大画面。全校集会などで活用さ

れています。

フレンチホルンとドラムセットを購入しました。吹奏楽部

ではコンクールに向け練習に励んでいます。
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　令和４年８月に発生した豪雨災害の復旧・

復興のため、多くの皆様から寄附金と義援金

をいただきました。

【寄附金（災害支援金）】

　寄附金（災害支援金）は、1,259件、2,678万

円のご寄附をいただきました。

【寄附金の活用方法】

　令和４年８月豪雨災害によって、自動車や

農機具が使用できなくなった方への支援金の

経費に充てさせていただきました。

【義援金】

　1,635万円が村に義援金として寄せられま

した。それに新潟県から村に配分された義援

金と合わせて、住家被害のあった284世帯に

配分しています。

　すでに１次配分、２次配分を終えていて、

現在は最終配分に向けて作業を進めています。

ご支援いただきありがとうございます
令和４年８月豪雨災害

ご支援いただきありがとうございます
令和４年８月豪雨災害

関川村受付分

茨城県境町受付分（代理）

新潟県三条市（代理）

合　　計

件数

977

73

77

1,127

金　額

11,408,921円

914,760円

951,300円

13,274,981円

個人

法人等

自治体等

合　　計

件数

46

48

38

132

金　額

1,228,236円

7,282,567円

4,995,000円

13,505,803円

災害支援金（ふるさと納税） Ｒ5．3．31現在

災害支援金（ふるさと納税以外） Ｒ5．3．31現在

寄附金計 1,259 件 26,780,784 円

新潟県

件数

—

金　額

45,890,000円

義援金（新潟県から配分） 最終

義援金計 62,241,218 円

個人

法人等

新潟県以外の自治体

計

件数

337

55

5

397

金　額

7,458,667円

8,392,908円

499,643円

16,351,218円

義援金（村に寄せられたもの） 最終

湯沢地内のほ場の復旧状況

Ｒ5．３月 土砂の撤去作業 Ｒ5．６月 稲の生育状況

問い合わせ先　寄附金に関すること　地域政策課 地域振興班　TEL：0254−64−1478

義援金に関すること　健康福祉課 福祉保険班　TEL：0254−64−1472
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見守り、気づき、つなげよう
地域全体で児童虐待を防ぐために…

児童虐待とは
　児童虐待は、しつけとは異なり、子どもの成長と人格形成に深刻な影響を与えるものです。
次の４つに分類されます。

■身体的虐待
　○ 殴る、蹴る、叩く、激しく揺さぶる、おぼれさせる
　○ 家の外にしめだす
　○ 意図的に病気にさせる　など

■性的虐待
　○ こどもへの性的行為
　○ 性器をさわらせる
　○ 性的行為を見せる　など

■ネグレクト
　○ 重大な病気になっても病院に連れて行かない
　○ 乳幼児を家にのこしたまま外出する
　○ 適切な食事を与えない　など

■心理的虐待
　○ 言葉によっておどかす、無視する
　○ 他のきょうだいと著しく差別的な扱いをする
　○ 面前での家庭内暴力　など

気づきや声掛けが重要です
　児童虐待は、地域からの孤立やサポートの薄さ、育児ストレスなどの様々な要因が複雑に絡み合って
起こると考えられています。

■児童虐待のサイン
　○ 衣服やからだがいつも汚れている
　○ 不自然な傷や打撲のあと
　○ いつも泣き叫ぶ声がする
　○ 子育てに拒否的・無関心
　○ こどものけがの説明が不自然
　○ いつも怒鳴り声がする
　○ 夜遅くまで一人で家の外にいる

いつもの様子と違うかも？と思ったら
　児童虐待を防止するためには、発生防止、早期発見・早期対応、保護・支援といったフローの中で、様々な
関係者が適切に対応することが必要になります。
　虐待かもと思ったら、ためらわずに連絡を！

■ 関川村健康福祉課 ■　☎0254－64－1472
いつもの様子と違うかもと思ったら、こどもの利益を一番に考え、ためらわずに連絡（通報）しましょう。連絡した

方に関する秘密も守られます。

■ 新発田児童相談所 ■　☎0254－26－9131
次のような場合は、児童相談所に連絡しましょう。　　①こどもが家に帰りたくないと言っている。

②こどもだけで生活しているなど保護者の存在が不明な場合。

■ 村上警察署 ■　☎0254－52－0110
こどもの身体・生命に対する危険性や緊急性が高いと思われる場合には、警察に連絡してください。
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【問い合わせ先】 役場　住民税務課　住民環境班　℡ 64−1471

マイナンバーカードの受け取りは、原則として本人の来庁が必要です。
※歩行が困難である等、役場庁内に入ることが難しい場合は、役場駐車場にて本人確認をさせていただきます。

＜必要な書類＞

①交付通知書（案内はがき）

②本人確認書類　下記本人確認書類表のＡ書類１点　または　Ｂ書類２点

　※15歳未満の場合、法定代理人の本人確認書類も必要です。

③通知カード（お持ちの方のみ。お持ちでない場合は窓口で紛失届を記入していただきます。）

④住民基本台帳カード（お持ちの方のみ）

本人および代理人の顔写真付き本人確認書類が必要です。
　入院、施設入所等の理由で本人が来庁できない場合は、来庁できないことを証明する書類と本人のＡ

書類（顔写真付き本人確認書類）をお持ちください。Ａ書類をお持ちでない場合は顔写真証明書に写真

を貼付し、病院長または施設長、ケアマネジャー等に証明していただく必要があります。顔写真証明書

の用紙が必要な方は役場住民税務課へお問い合わせください。

＜必要な書類＞

①交付通知書（案内はがき）

②本人および代理人の本人確認書類

【本　人】Ａ書類２点 または Ａ書類１点＋Ｂ書類１点 または Ｂ書類（顔写真付き）１点＋Ｂ書類２点

【代理人】Ａ書類２点 または Ａ書類１点＋Ｂ書類１点

③来庁できないことを証明する書類（例：入院や施設入所が確認できる領収書　等）

④通知カード（お持ちの方のみ。お持ちでない場合は窓口で紛失届を記入していただきます。）

⑤住民基本台帳カード（お持ちの方のみ）

運転免許証、マイナンバーカード、住民基本台帳カード（写真付き）、旅券、障がい者手帳、療育手帳、

在留カード、特別永住者証明書、運転経歴証明書　等

　マイナンバーカードの申請後、交付する準備ができ次第、交付通知書（案内はがき）を住民登録地に

郵送します。交付通知書が届いたら、必要書類を持参のうえ来庁してください。

　なお、マイナンバーカードの申請から、受け取りまでには１か月程度かかります。

本
人
が
来
庁
で
き
る
場
合

Ａ
書
類

保険証（健康保険、介護保険、後期高齢等）、年金手帳（又は年金証書）、医療受給者証、生活保護受給者証、

診察券（氏名、生年月日付き）、社員証、学生証、顔写真証明書　等

Ｂ
書
類

本 人 確 認 書 類 表

本
人
が
来
庁
で
き
な
い
場
合

※いずれの書類も、券面が現在の情報（氏名、住所等）であり、有効期限内のものに限ります。

マイナンバーカード受け取るときは…マイナンバーカード受け取るときは…

①交付通知書（はがき） ②本人確認書類の一例

③通知カード

運転免許証

健康保険証
介護保険証 後期高齢者保険証
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昨
年
の
豪
雨
災
害
の
教
訓
を
生

か
そ
う
と
、
大
島
集
落
で
は
、
災

害
時
の
避
難
行
動
計
画
に
つ
い
て

意
見
交
換
、
情
報
交
換
を
隣
組
単

位
で
行
い
ま
し
た
。

　
11
組
あ
る
隣
組
を
さ
ら
に
２
〜

３
班
に
細
分
化
し
て
、
気
象
条
件

が
ど
の
よ
う
な
時
点
で
ど
こ
へ
ど

ん
な
方
法
で
避
難
す
る
か
、
相
互

の
避
難
協
力
体
制
の
確
認
、
連
絡

先
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し

た
。

　
今
後
の
防
災
計
画
の
見
直
し
に

つ
な
げ
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

　
山
形
県
白
鷹
町
菖
蒲
区
の
皆
さ

ん
16
人
が
、
村
と
高
田
集
落
自
主

防
災
会
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
視

察
に
訪
れ
ま
し
た
。

　
視
察
に
訪
れ
た
の
は
６
月
１
日
。

昨
年
の
豪
雨
災
害
時
の
村
の
防
災

対
応
、
高
田
自
主
防
災
会
の
取
り

組
み
な
ど
に
つ
い
て
役
場
で
説
明

を
受
け
た
あ
と
、
高
田
集
落
や
川

北
ふ
れ
あ
い
自
然
の
家
の
防
災
倉

庫
な
ど
、
現
地
視
察
も
行
い
ま
し

た
。

　
大
雨
に
よ
っ
て
前
川
が
増
水
し
、

高
田
集
落
が
冠
水
す
る…

こ
の
よ

う
な
想
定
で
６
月
11
日
、
避
難
情

報
発
令
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
ふ
ま

え
た
避
難
訓
練
が
高
田
集
落
を
対

象
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
午
前
９
時
に
広
報
無
線
で
﹁
大

雨
洪
水
警
報
﹂
発
表
。
そ
の
後

﹁
高
齢
者
等
配
慮
者
避
難
﹂﹁
避
難

指
示
﹂
が
順
次
発
令
さ
れ
、
こ
れ

ら
の
情
報
を
も
と
に
高
田
集
落
の

住
民
が
避
難
所
で
あ
る
川
北
ふ
れ

あ
い
自
然
の
家
に
避
難
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
元
消
防
団
も
避
難
誘

導
を
行
っ
た
ほ
か
、
羽
越
河
川
国

道
事
務
所
へ
の
排
水
ポ
ン
プ
車
要

請
訓
練
も
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
避
難
訓
練
に
は
、
自

主
防
災
会
の
役
員
も
含
め
１
０
０

人
近
い
人
が
参
加
。
避
難
訓
練
終

了
後
に
は
、
防
災
倉
庫
の
見
学
や

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ト
の
組
み
立
て
方

の
実
演
な
ど
も
体
験
し
ま
し
た
。

ま
た
、
緊
急
無
線
通
信
電
話
や
ロ

ー
カ
ル
ス
ピ
ー
カ
ー
な
ど
の
設
備

も
見
学
。

　
去
年
の
豪
雨
災
害
を
体
験
し
た

皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
さ
ら
に
防
災

意
識
を
高
め
る
訓
練
に
な
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
ふ
ま
え

　
　
　
避
難
訓
練
を
実
施

—
 

高

田

集

落 —

白
鷹
町
か
ら
視
察
も…

避
難
計
画
の
確
認
　
大
島
で
も
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—
 

せ
き
と
も
ク
ラ
ブ —

　
毎
週
火
曜
日
の
放
課
後
、
川
北

ふ
れ
あ
い
自
然
の
家
で
開
設
し
て

い
る
放
課
後
子
ど
も
教
室
﹁
せ
き

と
も
ク
ラ
ブ
﹂
に
新
一
年
が
仲
間

入
り
。
６
月
６
日
に
１
年
生
を
迎

え
る
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
村
の
公
式
マ
ス
コ

ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
﹁
に
ゃ
ん
吉
﹂

く
ん
が
お
出
迎
え
。

　
新
た
に
仲
間
入
り
し
た
１
年
生

は
12
人
。
全
体
で
は
約
60
人
と
な

り
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
随
時
受
付
中
で
、

詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
教
育
課
ま

で
。
☎
６
４

−

１
４
９
１
へ

　
６
月
５
日
、
村
と
ア
フ
ラ
ッ
ク

生
命
保
険
株
式
会
社
、
ゼ
ネ
ラ
株

式
会
社
は
﹁
防
災
・
健
康
増
進
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂
に
つ
い
て
包
括
連

携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
各
家
庭
に
配
布

し
、
防
災
情
報
の
配
信
、
そ
の
人

に
合
っ
た
健
康
増
進
コ
ン
テ
ン
ツ

の
提
供
を
行
う
な
ど
と
し
て
い
ま

す
。

　
ア
フ
ラ
ッ
ク
生
命
保
険
株
式
会

社
が
提
供
す
る
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ

ス
、
ゼ
ネ
ラ
株
式
会
社
が
製
造
・

販
売
す
る
﹁
ア
フ
ラ
ッ
ク
ミ
ラ
ー
﹂

と
い
う
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
ま
す
。

　
７
月
に
２
集
落
、
約
30
世
帯
に

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
提
供
し
て
実

証
実
験
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
踏

ま
え
て
全
世
帯
へ
の
展
開
を
検
討

し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
住
民
に
加
え
て
観
光
客

に
対
し
て
も
防
災
対
策
・
健
康
増

進
の
モ
バ
イ
ル
ア
プ
リ
を
提
供
す

る
こ
と
も
、
計
画
に
盛
り
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

　関川村プルタブの会（会長・瀬賀正

平さん、会員７人）から村に、車いす

４台、先端が４本脚の杖１台を寄贈し

ていただきました

　各集落のごみステーションに設置さ

れたプルタブの収集ケース、皆さんも

利用されていると思います。ここで集

められたプルタブを回収業者に送るこ

とでポイントに…。貯まったポイント

を車いすと交換…といったシステムで、

目標としていた車いす４台と交換でき

たことで、このたび村に寄贈していた

だいたものです。

　村内の福祉施設で活用させていただ

きます。

　ありがとうございました。

車いす４台を
村に寄贈

車いす４台を
村に寄贈

関川村プルタブの会
に
ゃ
ん
吉
く
ん
が
お
出
迎
え

新
一
年
生
が
仲
間
入
り

に
ゃ
ん
吉
く
ん
が
お
出
迎
え

新
一
年
生
が
仲
間
入
り

防災・健康情報提供で
包括連携協定締決

アフラック生命保険㈱、ゼネラ㈱と
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﹁
旅
す
る
学
校
﹂
の
一
環
で
東

京
都
新
渡
戸
文
化
中
学
校
・
高
等

学
校
の
生
徒
が
、
６
月
７
日
か
ら

10
日
ま
で
村
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
﹁
旅
す
る
学
校
﹂
は
、
画
一
的

な
集
団
で
行
う
修
学
旅
行
で
は
な

く
、
少
人
数
の
生
徒
が
全
国
を
旅

す
る
よ
う
に
学
ぶ
体
験
型
の
ス
タ

デ
ィ
ツ
ア
ー
で
﹁
一
般
社
団
法
人

旅
す
る
学
校
﹂
が
運
営
し
て
い
ま

す
。

　
関
川
村
を
旅
し
た
の
は
、
高
等

部
１
年
の
女
子
生
徒
三
人
。
荒
川

峡
ぶ
ど
う
園
で
﹁
ぶ
ど
う
の
房
づ

く
り
﹂
の
体
験
や
お
に
ぎ
り
づ
く

り
に
も
挑
戦
。
関
川
村
探
検
や
竹

空
気
が
お
い
し
い
　
ご
飯
も
お
い
し
い

旅
す
る
学
校
で
女
子
高
生
３
人

　
国
道
１
１
３
号
線
沿
い
の
荒
川

の
土
手
︵
辰
田
新
水
防
倉
庫
下
流
︶

に
６
月
22
日
、
保
育
園
の
年
長
さ

ん
が
花
文
字
を
植
栽
し
ま
し
た
。

　
羽
越
河
川
国
道
事
務
所
の
主
催

﹁
河
川
愛
護
月
間
﹂
に
ち
な
ん
で

行
わ
れ
た
も
の
で
、﹁
き
れ
い
な
あ

ら
か
わ
﹂
の
文
字
を
１
２
０
０
本

の
サ
ル
ビ
ア
の
花
で
描
き
ま
し
た
。

　
園
児
た
ち
が
一
生
懸
命
に
植
え

た
花
文
字
、
秋
ご
ろ
ま
で
楽
し
め

る
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、
１
１

３
号
を
通
る
と
き
は
ご
覧
に
な
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
６
月
３
日
、
大
石
ダ
ム
で
プ
ラ

ン
タ
ー
に
花
を
植
え
る
﹁
大
石
ダ

ム
花
い
っ
ぱ
い
﹂
活
動
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
活
動
は
、
大
石
・

山
と
川
に
親
し
む
会
︵
代
表
・


橋
正
之
さ
ん
、
大
石
︶
が
主
催
し
、

地
元
﹁
大
金
老
人
ク
ラ
ブ
﹂
の
皆

さ
ん
や
ダ
ム
職
員
や
関
係
者
、
総

勢
40
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
サ
ル
ビ
ア
や
ベ
コ
ニ
ア
な
ど
６

０
０
本
を
３
本
ず
つ
２
０
０
個
の

プ
ラ
ン
タ
ー
植
え
て
い
き
ま
す
。

今
年
は
、
な
る
べ
く
長
く
花
を
楽

し
ん
で
も
ら
い
た
い
と
、
こ
れ
か

ら
咲
く
蕾
の
苗
を
多
く
植
え
て
い

ま
し
た
。

　
根
が
付
い
て
き
れ
い
に
咲
い
て

ほ
し
い…

参
加
し
た
方
の
想
い
で

す
。

大
石
ダ
ム
を

花
で
い
っ
ぱ
い
に

きれいなあらかわ

花文字を植栽

保育園の年長さん
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学校 お知らせからのからの

今月は関川小学校からの紹介

　５・６年生が中心になり、学校をより良くする

ために様々な仕事や取組をしている委員会活動

があります。

　５つある委員会のうちの一つに、ＪＲＣ委員会

があります。ＪＲＣ委員会は、青少年赤十字の精

神をもって福祉の心を育てるための一つの取組

として、「緑の募金」活動をしています。

　委員会の児童が、朝、児童玄関に立ち、全校

児童に募金を呼びかけました。集まった金額は、

５，７７０円です。

　６月６日（火）に、委員会の代表児童が関川村

役場に行き、集まった募金を贈呈してきました。

　６月２日（金）に、体力テストを実施しました。

体力テストは、児童の体力の実態を把握した上

で指導に生かし、体力の向上を目指すために行

っています。実施種目は、握力・上体おこし・長

座体前屈・反復横跳び・２０ｍシャトルラン・５０ｍ

走・立ち幅跳び・ソフトボール投げの８種目です。

　１・６年生、２・４年生、３・５年生がペアとな

り、一緒に体力テストに取り組みました。特に、

はじめて経験する１年生には、６年生がやり方

を教えたり、回数を数えたりしながら、優しく

サポートしていました。

緑の募金を役場に贈呈してきました

体力テストを実施しました

平
田

芳
さ
ん

一
〇
〇
歳
に

　
国
道
１
１
３
号
線
沿
い
の
荒
川

の
土
手
︵
辰
田
新
水
防
倉
庫
下
流
︶

に
６
月
22
日
、
保
育
園
の
年
長
さ

ん
が
花
文
字
を
植
栽
し
ま
し
た
。

　
羽
越
河
川
国
道
事
務
所
の
主
催

﹁
河
川
愛
護
月
間
﹂
に
ち
な
ん
で

行
わ
れ
た
も
の
で
、﹁
き
れ
い
な
あ

ら
か
わ
﹂
の
文
字
を
１
２
０
０
本

の
サ
ル
ビ
ア
の
花
で
描
き
ま
し
た
。

　
園
児
た
ち
が
一
生
懸
命
に
植
え

た
花
文
字
、
秋
ご
ろ
ま
で
楽
し
め

る
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、
１
１

３
号
を
通
る
と
き
は
ご
覧
に
な
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
の
お
世
話

に
な
っ
て…

６
月
10
日
に
１
０
０

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
た
平
田

芳
さ
ん
︵
上
野
新
︶。
大
正
12
年
生

ま
れ
で
す
。

　
６
月
14
日
、
入
所
し
て
い
る
愛

広
苑
を
加
藤
村
長
が
訪
れ
、
表
彰

状
と
記
念
品
料
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

灯
籠
づ
く
り
、
地
元
の
人
た
ち
と

の
交
流
も
行
い
ま
し
た
。

　
空
気
が
き
れ
い
で
心
が
洗
わ
れ

る
、
地
元
で
と
れ
た
お
米
で
美
味

し
い
ご
飯
が
食
べ
ら
れ
た…

な
ど
、

関
川
村
を
楽
し
ん
で
く
れ
た
よ
う

で
す
。
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悩みごと相談窓口
一人で悩まず、だれかに相談してみませんか。

相談は無料。秘密は固く守られます。

ご希望の窓口を選んで話してみませんか。

平日（祝日除く)

8：30〜17：15

こころの悩み・子育ての悩み

役場健康福祉課
☎0254−64−1472

厚生労働省相談窓口

「まもろうよ　こころ」
新潟県の各種相談窓口

学校の悩み

新潟県いじめ・不登校等相談電話
☎025−258−1212

平日（祝日除く)

9：00〜16：00

総合相談（生活全般の悩み）

関川村社会福祉協議会
☎0254−64−0111

平日（祝日除く)

9：00〜17：00
新潟県パーソナル・サポート・センター
☎025−250−5160

平日（祝日除く)

8：30〜17：15

こころの悩み

村上保健所
☎0254−53−8369

毎日24時間

毎日24時間

新潟県こころの相談ダイヤル
☎0570−783−025

上記以外に県や国でも相談窓口を開設しています。

＊厚生労働省の相談窓口では、ＳＮＳやチャットでも
　相談できます。

　
初
め
に
、
脳
卒
中
に
ま
つ
わ
る

い
ろ
い
ろ
な
名
称
に
つ
い
て
み
て

い
き
ま
し
ょ
う
。
そ
も
そ
も
 

脳

卒
中 


と
は
ど
う
い
う
意
味
が
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
卒

然
︵
突
然
と
同
じ
よ
う
な
意
味
で

す
︶
と
し
て
、
邪
風
︵
邪
風

悪

病
を
運
ぶ
風
と
い
う
意
味
で
す
︶

に
中
る
︵
あ
た
る
、
と
読
み
ま
す
。

身
体
な
ど
に
具
合
の
悪
い
触
れ
方

を
す
る
と
い
う
意
味
で
す
︶
と
い

う
こ
と
を
意
味
す
る
言
葉
で
す
。

そ
れ
ま
で
元
気
だ
っ
た
方
が
、
急

に
悪
い
風
に
中
り
倒
れ
て
し
ま
う

状
態
を
表
し
ま
す
。
脳
卒
中
に
よ

っ
て
、
麻
痺
な
ど
の
症
状
が
残
っ

て
し
ま
っ
た
状
態
を
 
中
気
︵
ち

ゅ
う
き
︶

、 

中
風
︵
ち
ゅ
う
ふ

う
、﹁
ち
ゅ
う
ぶ
﹂
と
呼
ぶ
こ
と
も

あ
り
ま
す
︶

と
呼
ん
で
き
ま
し

た
が
学
術
的
に
は
使
わ
れ
ま
せ
ん
。

　
 

脳
溢
血
︵
の
う
い
っ
け
つ
︶


と
い
う
言
葉
が
思
い
浮
か
ぶ
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。
血
が

溢
︵
あ
ふ
︶
れ
て
脳
を
圧
迫
し
て

し
ま
う
状
態
を
意
味
し
ま
す
。
以

前
は
学
術
的
に
も
使
用
さ
れ
て
い

た
よ
う
で
す
が
、
今
は
使
わ
れ
ず
、

 

脳
出
血 


が
同
義
語
と
し
て
使

わ
れ
て
お
り
ま
す
。
脳
出
血
に
つ

い
て
は
、
い
ず
れ
お
話
し
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
脳
卒
中
の
一

つ
の
病
型
な
の
で
す
。

　
 

脳
軟
化
症 


も
聞
い
た
こ
と

が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。
ご

高
齢
の
方
は
 

の
う
な
ん
か 


と

言
わ
れ
る
方
も
お
見
受
け
し
ま
す
。

現
在
の
 

脳
梗
塞 


と
同
義
に
使

わ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
い

ず
れ
お
話
し
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
脳
梗
塞
も
脳
卒
中
の
一
病

型
な
の
で
す
。
脳
梗
塞
に
陥
る
と

ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
脳
組
織
が
い

脳
卒
中
の
話
　
そ
の
一

健

康

講

座

健

康

講

座

健

康

講

座

坂
町
病
院
　
院
長
　

牧
　
野
　
邦
比
古

218

　
令
和
５
年
４
月
１
日
よ
り
、
新
潟
県
立
坂
町
病
院
の
院
長
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
牧
野
邦
比
古
︵
ま
き
の
く
に
ひ
こ
︶
と
申
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
私
は
脳
神
経
内
科
を
専

門
と
し
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
脳
神
経
内
科
医
が
診
療
す
る
こ
と

の
多
い
疾
患
群
で
あ
る
脳
卒
中
を
取
り
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

ず
れ
壊
れ
て
柔
ら
か
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
簡
単
に
は
見
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
脳
梗
塞
を
患

わ
れ
た
方
が
、
お
亡
く
な
り
に
な

っ
た
後
で
脳
組
織
を
調
べ
る
と

︵
病
理
解
剖
と
言
い
ま
す
︶
軟
化

し
た
病
変
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が

見
て
取
れ
ま
す
。
こ
れ
が
 

脳
軟

化
症 


の
所
以
な
の
で
す
。

◇
　
　
　
◇

　
こ
の
よ
う
に
脳
卒
中
に
か
か
わ

る
言
葉
が
い
ろ
い
ろ
な
意
味
合
い

で
使
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
最

近
で
は
使
わ
れ
な
い
言
葉
、
使
う

に
し
て
も
混
同
し
て
使
用
さ
れ
て

い
る
言
葉
が
あ
る
こ
と
が
お
分
か

り
に
な
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
、

言
葉
の
意
味
を
理
解
い
た
だ
い
た

う
え
で
、
ど
の
く
ら
い
の
方
が
脳

卒
中
に
な
り
ど
う
い
っ
た
困
り
ご

と
が
あ
る
の
か
、
そ
も
そ
も
ど
う

い
う
病
気
な
の
か
、
ど
う
い
っ
た

治
療
が
あ
り
、
ど
こ
に
気
を
付
け

る
と
い
い
の
か
に
つ
い
て
お
話
し

て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

＊
こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
お
問
い
合
わ

　
せ
は
、
県
立
坂
町
病
院
へ
。

　
☎
６
２
︱
３
１
１
１

脳
卒
中…

と
は

脳
溢
血

脳
軟
化
症
は…
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定期的に歯科健診を受けましょう！定期的に歯科健診を受けましょう！

　村では20歳、30歳、40歳、45歳、50歳、55歳、60歳、65歳、70歳を対象に成人歯科健診歯を
実施しています。

　令和４年度に歯科を受診している村民の割合は、全体の約４割でした。
歯周病は自覚症状がないため気付いたときには重症化していることが多
くあります。
　現在の日本では「10人に８人が歯周病」と言われています。
歯周病とは、お口の中の細菌が原因

で、歯の周りの歯ぐきに
炎症が起こり、進行する
と歯を失う原因になる病
気です。さらに、歯周病
菌が血管の中に入り込み、

その毒素が血流にのって全身に回ってしまうと右の図のよう
に様々な悪影響を及ぼします。
　自宅で歯の汚れが落とせるのは、歯ブラシを使用した場合
で約６割、デンタルフロスや歯間ブラシを併用した場合では
約８割です。
　歯周病を予防し、全身の健康を保つため、定期的に歯科健
診を受けましょう。

今後もお口の健康で大切なことについて掲載していきます。ぜひ、ご覧ください。

＜担当＞　健康福祉課　健康推進班　℡ 64−1472

「暮らしの便利帳」を11月に発行します「暮らしの便利帳」を11月に発行します
ご協力をお願いします

　役場の窓口業務など暮らしに役立つ情報を１冊にまとめた「関川村暮らしの
便利帳」。2019年に作成し全世帯に配布しましたが、11月に改訂版を発行しま
す。今回も官民共同事業として、村と株式会社サイネックスが共同発行します。

「関川村暮らしの便利帳」概要
　発行部数…2,100部　／仕様…Ａ４判フルカラー　24ページ程度
　掲載内容…村の紹介、業務内容、申請・届出方法など

■広告掲載にご協力をお願いします

　広告掲載にご協力いただける事業者を募集します。

　８月に、便利帳に掲載する広告を募集するため、株式会社サイネックスの

担当者が事業所を訪問します。

　多くの皆さんのご協力をお願いします。

　※類似の媒体商品や詐欺行為にはご注意ください。

【問い合わせ先】

●便利帳に関すること　　役場 総務課 総務班　ＴＥＬ64－14 7 6
●広告掲載に関すること　株式会社サイネックス　ＴＥＬ024－243－5673
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大会結果
＊敬称略

■期　日　６月14日

■会　場　新発田市五十公野公園

陸上競技場

■成　績

　男子1500m

　須貝　來翔（２年）

　予選３組12位　記録５分03秒34

中学校下越地区
陸上競技大会 ■期　日　５月14日

■会　場　長岡市営陸上競技場

■成　績

…85歳以上400m…

優勝　船山　勝雄（勝蔵）

　　　　記録１分41秒75　大会新

…85歳以上800m…

優勝　船山　勝雄（勝蔵）

　　　　記録３分51秒79　大会新

…85歳以上1500m…

優勝　船山　勝雄（勝蔵）

　　　　記録８分04秒94　大会新

第41回 新潟マスターズ
陸上競技選手権大会

■期　日　６月３日

■会　場　鳥屋野運動公園球技場

■成　績　優勝

　アルビレックス新潟レディースU18

　米野　紗良（中３・上関）

　アルビレックス新潟レディース

　U15所属

※７月31日から群馬県前橋市で開

催される全国大会に出場

第４回 北信越クラブユース女子サッカー
大会U18兼XFCUP2023
第５回 日本クラブユース女子サッカー
大会U18北信越予選会

生 涯 学 習
情報ステーション

広報せきかわ「お知らせ版」

とあわせてご覧ください

◆お問い合わせは教育課へ

　ＴＥＬ６４−１４９１

　
６
月
18
日
、
第
47
回
関
川
マ
ラ

ソ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
四
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
関
川

マ
ラ
ソ
ン
、
令
和
四
年
八
月
豪
雨

災
害
か
ら
の
﹁
復
興
き
ね
ん
﹂
の

意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
大
会
に
は
１
、
１
２
３

人
が
エ
ン
ト
リ
ー
。
遠
い
と
こ
ろ

で
は
福
岡
県
か
ら
、
最
高
齢
は
87

歳
の
選
手
が
参
加
し
、
磐
梯
朝
日

国
立
公
園
の
中
心
を
流
れ
る
大
石

川
・
荒
川
沿
岸
の
自
然
あ
ふ
れ
る

コ
ー
ス
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　
結
果
は
、
次
の
と
お
り
。

※

敬
称
略

村
内
か
ら
の
参
加
者
は
８
位
入

賞
者
ま
で
、
そ
の
ほ
か
は
１
位

の
み
掲
載
し
ま
し
た
。

四
年
ぶ
り
に
疾
走
！！

四
年
ぶ
り
に
疾
走
！！

自
然
あ
ふ
れ
る
コ
ー
ス

—

「
復
興
き
ね
ん
」
関
川
マ
ラ
ソ
ン
大
会 —
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毎週水曜日がお休みです。平日13時〜17時15分まで、土・日・祝９時〜17時まで開館しています。

村民会館図書室

　吹く風のさわやかさに初夏を思わせる7月。田んぼの稲もだいぶ成長して青く風になびいている様

子はまるで海の波のようですね。もうすぐ夏休み。静かな図書室でゆっくりと読書はいかがですか。

『怪談未満』　三好　愛　作

〈日常の不気味〉と〈生むことの不思議〉をテー

マに、何とも腑に落ちない話ばかりを集めた27篇

のイラスト・エッセイ。エッセイストとしても評

価される三好愛の日常的非日常な世界へご招待！

『ついてくる』　小川　育　作

　暗くなった帰り道。どこからともなく「ひた、

ひた、ひた…」誰かがあとをついてくる！？ペー

ジをめくるたびにドキドキが止まらない！暑い日

にぴったりのちょっぴり怖い絵本です。

NEW！！

これよんで！

村民会館の図書室で開催！無料です！
時間は10時30分からです。

ブルーベリーのみなさんが贈る、ステキなおは

なしの世界。ご家族みんなでおいでください。

おはなしの会15日は15日は 絵本の読み聞かせ

1日（土）、16日（日）、29日（土）

虹色と汽車のメロディーが目印です♪

【
３
㎞
】

●
男
子
　
小
学
生

①
諏
訪
　
蒼
大
︵
胎
内
市
︶

②
渡
辺
　
大
悟
︵
上
　
関
︶

④
河
内
　
恵
太
︵
　
沢
　
︶

⑤
横
山
　
諒
　
︵
打
　
上
︶

⑦
渡
邉
　
樹
生
︵
湯
　
沢
︶

●
男
子
　
中
学
生

①
小
熊
　
惺
己
︵
新
潟
市
︶

②
須
貝
　
來
翔
︵
下
　
関
︶

④
山
口
　
優
大
︵
辰
田
新
︶

●
男
子
　
高
校
生
以
上
一
般

①
本
間
　
寿
也
︵
村
上
市
︶

②
岡
田
　
慧
斗
︵
下
　
関
︶

●
女
子
　
小
学
生

①
岡
田
　
可
憐
︵
下
　
関
︶

③
渡
辺
　
凜
　
︵
大
　
島
︶

④
平
田
　
心
穏
︵
下
　
関
︶

⑥
田
村
　
絢
葉
︵
下
土
沢
︶

⑦
伝
　
希
良
莉
︵
大
　
島
︶

●
女
子
　
中
学
生

①
竹
之
内
こ
こ
み
︵
新
潟
市
︶

②
岡
田
　
玲
那
︵
下
　
関
︶

●
女
子
　
高
校
生
以
上
一
般

①
中
村
　
柚
虹
︵
新
潟
市
︶

【
12
㎞
】

●
男
子
　
高
校
生
〜
29
歳
以
下

①
菅
原
　
結
大
︵
阿
賀
野
市
︶

⑦
須
貝
　
裕
　
︵
高
　
田
︶

●
男
子
　
30
歳
〜
39
歳
以
下

①
横
山
　
群
　
︵
村
上
市
︶

⑤
渡
邊
　
一
成
︵
　
沢
　
︶

●
男
子
　
40
歳
〜
49
歳
以
下

①
宮
本
　
伸
寛
︵
新
潟
市
︶

●
男
子
　
50
歳
〜
59
歳
以
下

①
原
田
　
正
則
︵
新
潟
市
︶

●
男
子
　
60
歳
〜
69
歳
以
下

①
齊
藤
　
正
幸
︵
村
上
市
︶

●
男
子
　
70
歳
以
上

①
齋
藤
　
敏
幸
︵
埼
玉
県
︶

⑥
平
田
　
君
雄
︵
下
　
関
︶

●
女
子
　
高
校
生
〜
29
歳
以
下

①
駒
井
　
み
わ
︵
新
潟
市
︶

●
女
子
　
30
歳
〜
39
歳
以
下

①
樋
口
　
敦
子
︵
新
潟
市
︶

⑦
加
藤
美
代
子
︵
下
　
関
︶

●
女
子
　
40
歳
〜
49
歳
以
下

①
加
藤
ゆ
り
子
︵
新
潟
市
︶

●
女
子
　
50
歳
〜
59
歳
以
下

①
穴
澤
　
孝
子
︵
燕
　
市
︶

●
女
子
　
60
歳
以
上

①
後
閑
　
文
子
︵
東
京
都
︶

【
ハ
ー
フ
】

●
男
子
　
高
校
生
〜
29
歳
以
下

①
相
馬
　
一
生
︵
村
上
市
︶

●
男
子
　
30
歳
〜
39
歳
以
下

①
平
田
　
達
哉
︵
平
内
新
︶

●
男
子
　
40
歳
〜
49
歳
以
下

①
山
岸
　
義
実
︵
三
条
市
︶

●
男
子
　
50
歳
〜
59
歳
以
下

①
増
井
　
哲
也
︵
新
潟
市
︶

●
男
子
　
60
歳
〜
69
歳
以
下

①
山
田
　
勇
　
︵
群
馬
県
︶

●
男
子
　
70
歳
以
上

①
竹
田
　
裕
　
︵
宮
城
県
︶
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小
見
・
上
野
山
・
滝
原
三
ヶ
村

入
会
山
の
湯
ノ
沢
と
い
う
所
に
、

銅
が
出
そ
う
だ
と
い
う
の
で
試
験

掘
り
を
行
う
話
で
す
。

　
平
田
家
文
書
の
中
で
、
鉱
山
に

関
係
す
る
文
書
は
こ
の
一
通
だ
け

の
よ
う
で
す
。
貴
重
な
文
書
で
す
。

　
試
掘
を
す
る
の
は
、
下
関
の
二

人
と
新
発
田
や
村
松
の
山
師
三
人
。

下
関
の
二
人
は
、
鉱
脈
を
探
し
、

発
見
し
た
人
た
ち
の
よ
う
で
す
。

山
師
は
、
鉱
山
の
採
掘
業
者
で
あ

り
経
営
者
で
す
。
下
関
の
二
人
が

専
門
家
の
山
師
を
呼
ん
だ
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
文
書
は
、
こ
の
五
人
か
ら
三
ヶ

村
の
村
役
人
一
同
に
提
出
し
た
取

決
め
の
念
書
で
、
お
お
よ
そ
、
こ

ん
な
内
容
で
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・

　
試
験
掘
り
に
つ
い
て
、
三
ヶ
村

と
話
し
合
っ
た
と
こ
ろ
、
早
速
、

承
知
し
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
た

く
思
っ
て
い
ま
す
。
つ
い
て
は
、

試
掘
す
る
山
の
土
地
を
平
ら
に
均

す
工
事
を
始
め
ま
す
。
三
ヶ
村
に

は
金
子
十
五
両
を
支
払
う
こ
と
で

話
合
い
が
成
立
し
た
の
で
、
飯
場

小
屋
を
建
て
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
本
格
的
な
銅
採
掘
に
な

っ
た
ら
、
も
う
け
の
十
分
の
一
を

三
ヶ
村
に
差
し
出
す
こ
と
で
、
今

回
、
こ
の
取
決
め
書
を
提
出
し
ま

す
。
決
し
て
違
反
い
た
し
ま
せ
ん
。

も
し
万
一
、
違
反
す
る
よ
う
な
こ

と
が
あ
っ
た
ら
、
採
掘
を
差
し
止

め
て
く
れ
て
も
、
そ
の
時
に
な
っ

て
、
か
れ
こ
れ
文
句
が
ま
し
い
こ

と
は
言
い
ま
せ
ん
。

・
・
・
・
・
・
・
・

　
さ
て
、
そ
の
後
、
採
掘
は
成
功

し
た
の
か
ど
う
か
。
残
念
な
が
ら
、

そ
れ
が
分
か
る
文
書
は
あ
り
ま
せ

ん
。
果
た
し
て
宝
の
山
と
な
っ
た

も
の
か
・
・
・
。

　
と
こ
ろ
で
、
江
戸
時
代
を
通
し

て
、
銅
は
日
本
の
主
要
な
輸
出
品

で
し
た
。
こ
の
文
書
の
安
政
二

︵
一
八
五
五
︶
年
は
幕
末
動
乱
期
。

西
洋
列
国
が
日
本
に
、
開
国
と
通

商
を
迫
っ
て
い
た
時
代
で
す
。
貿

易
に
必
要
な
外
貨
獲
得
の
た
め
、

銅
の
増
産
が
急
が
れ
て
い
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
小
村
の
一
枚
の
古
文
書
が
、
激

動
の
日
本
史
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。

︿
原
文
と
解
説
は
歴
史

館
に
展
示
、
又
は
、

下
の
Ｑ
Ｒ
か
ら
﹀

で

川
北
の
山
は
宝
の
山
・
・
・
か
？

〜﹁
歴
史
と
み
ち
の
館
﹂
所
蔵
・
平
田
家
文
書
を
読
む
〜

（
村
歴
史
文
化
財
調
査
委
員
　
渡
辺
伸
栄
）

「
江
戸
時
代
わ
が
村
の
暮
ら
し
」


い
り
あ
い
や
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
ま
し

な
ら

き
ん

す

は
ん
ば

あ
ん
せ
い

川
を
よ
く
知
ろ
う
！

－ 

急
な
増
水
に
備
え
て 

－
川
で
遊
ぶ
と
き
は
︑
チ
ェ
ッ
ク
を
忘
れ
ず
に



国際ボランティア学生協会

IVUSA 通信
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ごめい福をお祈りいたします

石山　キミ　さん　　81歳　　朴　坂

石田　辰夫　さん　　72歳　　下　関

近　　ウイ　さん　　94歳　　大　島

城崎　義秋　さん　　73歳　　深　沢

平野　哲雄　さん　　83歳　　上　関

河内　正男　さん　　81歳　　上野山

（　　　　　　　　）

令和５年５月末現在　（　）は前月対比

転入　４人　　転出　８人

出生　１人　　死亡　７人

人 の 動 き

世 帯 数　　1,842世帯（±０）

総 人 口　　4,900 人（−10）

　 男 　　　2,373 人（−７）

　 女 　　　2,527 人（−３）

広報に載せてほしくない方は届出の際、窓口に
お申し出ください。

●５月16日〜６月15日までの届出●

お誕生おめでとうございます

絢　芽ちゃん　上野新

　　　　　　須貝　竜一・明日香さん

あや　 め

７月１日号から40数年ぶりに、広報

せきかわの編集を手伝わせてもらっ

ています。昔は、本紙だけ月２回の

発行で平均８ページ、B５判でした。

しばらくお世話になります。よろ

しくお願いします。（ま）

編集室から

◆
２
０
２
３
﹁
大
し
た
も
ん
じ
ゃ

祭
り
﹂
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
学
生
リ
ー
ダ

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
今
年
、
４
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
る

﹁
大
し
た
も
ん
じ
ゃ
祭
り
﹂
に
Ｉ
Ｖ

Ｕ
Ｓ
Ａ
が
参
加
し
ま
す
！
こ
の
活
動

の
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
四
人
に
話
を

聞
き
ま
し
た
！

●
質
問
内
容

①
あ
な
た
に
と
っ
て
関
川
と
は
？

②
ど
ん
な
活
動
に
し
た
い
？

③
最
後
に
ひ
と
こ
と
！

◎
冨
塚 

幹
︵
と
み
つ
か
も
と
き
︶

　
高
崎
経
済
大
学
３
年

①
地
元
の
よ
う
な
安
心
感
。

②
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
の
若
い
パ
ワ
ー
で
、

皆
さ
ん
の
心
の
導
火
線
に
火
を
つ

け
ら
れ
る
よ
う
な
活
動
に
し
ま
す
！

③
コ
ロ
ナ
前
以
上
の
大
し
た
も
ん
蛇

ま
つ
り
に
す
る
べ
く
努
力
し
て
参

り
ま
す
！
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
！
た
だ
い
ま
帰
り
ま
す

〜
！

◎
小
熊 

日
花
︵
お
ぐ
ま
は
る
か
︶

　
埼
玉
大
学
３
年

①
人
の
暖
か
み
を
感
じ
ら
れ
る
、
癒

し
の
場
！
ま
た
帰
り
た
く
な
る
場

所
。

②
と
に
か
く
熱
い
祭
り
に
し
た
い
で

す
！

③
み
ん
な
の
太
陽
に
な
れ
る
よ
う
、

誰
よ
り
も
熱
く
、
明
る
く
楽
し
み

ま
す


④
ど
こ
よ
り
も
熱
い
お
祭
り
に
し
ま

し
ょ
う
！

◎
石
井 

翔
太
郎

︵
い
し
い
し
ょ
う
た
ろ
う
︶

　
立
命
館
大
学
３
年

①
生
ま
れ
て
も
育
っ
て
も
な
い
け
ど

第
二
の
ふ
る
さ
と
で
す
！

②
圧
倒
的
に
熱
が
あ
る
お
祭
り
に
し

た
い
で
す
！

③
皆
さ
ん
と
一
緒
に
忘
れ
ら
れ
な
い

夏
を
作
り
ま
し
ょ
う
！

◎
磯
西 

徳
︵
い
そ
に
し
あ
き
ら
︶

　
神
奈
川
大
学
４
年

①
活
気
と
温
か
さ
に
あ
ふ
れ
た
場
所

で
す
！

②
今
回
は
、
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
の
学
生
と

村
民
の
方
々
全
員
が
楽
し
め
る
活

動
や
お
祭
り
に
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
！
村
の
方
々
と
の
交
流
も

大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
！

③
全
力
で
楽
し
め
る
よ
う
に
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
！

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
！
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あなたに
直撃

239

　
荒
川
峡
芍
薬
︵
し
ゃ
く
や
く
︶
園
、
今
年
も
き
れ
い
に

咲
き
ま
し
た
。︵
地
域
お
こ

し
協
力
隊
・
加
藤
與
幸
さ

ん
撮
影
︶
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
か
ら
。

　
優
し
く
て
素
直
な
悠
成
。
元
気
い
っ
ぱ
い
、
頑
張
り
屋
の
桜
希
。

た
ま
に
ケ
ン
カ
も
す
る
け
ど
お
互
い
を
思
い
や
る
仲
良
し
兄
妹
。

こ
れ
か
ら
も
、
た
く
さ
ん
食
べ
て
、
遊
ん
で
、
笑
っ
て
、
心
も
体

も
大
き
く
成
長
し
て
ほ
し
い
で
す
。

近 　洋亮 さん  恵 さん（宮前）

悠成く　ん（９歳）

桜希ちゃん（６歳）

ゆう　せい

さ　 き

　４月から関川村の職員に採用された

小島愛規さんに話を聞きました。

①関川村役場を希望した理由は？

　私は関川村で生まれ育ち、大学進学

で宮城県の大学に進学しました。４年

間関川村から離れて生活をして、改め

て関川村は自然豊かで温かい方々が多

いと感じました。そんな関川村の力に

少しでもなりたいと思い希望しました。

②ふだん、心掛けていることは？

　とにかく元気に、元気が無くても元

気に。ということを心がけています。

また、私は大学４年生まで野球部だっ

た為、頭で考える器用なタイプではな

いので直感で動くことを心がけていて

その中でも落ち着いて一つ一つの業務

をしっかりとやり遂げることを心がけ

ています。

③今、夢中になっていることは？

　海に行くこと、綺麗な景色を見る事、

サウナ、野球、など夢中になっている

ことが多く困っています。ですが夢中

になっていることをなるべくしたいの

で休日は毎日のように外へ出ています。

④村民の皆さんに一言お願いします。

　建設課建設水道班所属なので外で見

かけることが多いと思います。多くの

村民の皆さんと話したいので見かけた

際はぜひお声がけください。

　また、休日も見かけた際はぜひお声

がけください。

小

島

愛

規
さ
ん

︵
関
川
村
役
場
　
建
設
課
︶

▲村観光協会
　公式 Instagram


